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第２２回理事会ならびに第９回評議員会が開催され、
令和元年度事業報告・決算が承認された。また、第２２
回理事会において副理事長の選定、第９回評議員会にお
いて任期満了に伴う評議員の選任が行われた。なお、新
型コロナウイルス感染防止を勘案し、理事会、評議員会
とも書面による決議（決議の省略）の形式をとった。

財団は、令和元年度事業報告において、自動車業界に
おける新技術の進歩が目覚ましく、この自動車業界への
注目が高まっている機をとらえ、高等学校に対する支
援・情報提供の一層の強化を行い、狙い通りの成果をあ
げたことが報告された。

具体的には、１つ目の技術教育支援事業では、視聴覚
教材を中心に５教材を新設し３０メニューとした。そし
て公募対象校（東北・甲信越の一部、四国、九州地区の
１８県の工業高校など）へ公募案内したところ、 全１８
県９６校から応募があり（同対象地域の前回応募実績；
平成２８年度９６校）、すべての応募校に教材提供を実
施した。

２つ目の研修事業では、先生方を対象とした財団主催
のＪＡＥＦ研修会を４回開催し、１８５名の先生方に参
加いただいた。研修内容についても、参加された先生方
から高い評価をいただくことができた。高等学校などへ
の講師派遣については、派遣件数は363 件に達した。ま
た受講した教職員と生徒の合計は124,428 名で、4年
連続で10万人を超える受講者数となった。また、東京
モーターショーを校外学習の場として活用してもらう取
り組みを実施し（財団初）、全国より39 校、7,312名
（ 生徒6,819名、引率の先生493 名） が参加した。

３つ目の調査研究事業では、海外調査を2 回、国内調
査を3 回実施した。海外においては、米国カリフォルニ
ア州におけるCASE への取り組み状況とフィンランドに
おけるMaaS への取り組み状況を調査した。また、国内
においては、ドローンを使った荷物配送、一人乗り電動
カートによる高齢者等の移動支援、地域社会づくりのた
めの給油所の在り方を調査した。

また今後導入が見込まれる科目「公共」用の新たな副
教材の全体を構成する全6章のうち2章を制作した。

そして最後に普及啓発事業では、全国の高等学校の
先生方を対象とした『Traffi -Cation』 をウェブ化す
ることにより、迅速で広範な情報発信に努めた
（『Traffi -Cation』のウェブ閲覧数：76回/月⇒ 
238回/月※ ）。これにより高等学校における自動車
教育に対する 理解促進と財団活動に対する認知向上に
効果があった。

第２２回理事会においては、３月末をもって退任さ
れた川口均副理事長の後任として、田川丈二氏を副理
事長に選定した。

任期満了に伴う評議員の選任に関しては、１８名が
重任、３名が新任となった（詳細は添付資料「理事・
監事・評議員名簿」を参照）。

＊理事会の決議があったものとみなされた日：
令和2年5月21日

＊評議員会の決議があったものとみなされた日：
令和2年６月８日

※『Traffi -Cation』ウェブ化後（令和元年7月～令和2年3月）の月

平均閲覧数を前年同期（同誌PDFを掲載）と比較

▲東京モーターショーを活用した校外学習に参加し
た高校生には財団特製のクリアファイルを配布
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････６月30日 普及啓発動画学習サイト「早わかり！クルマ塾」コンテンツ掲載開始

研 修令和２年度JAEF研修会の参加者を募集 ････６月24日 ～

▲「自転車の交通安全」動画画面

財団は、今年度の重点活動のひとつである動画学習サ
イト「早わかり！クルマ塾」を開設した。ICT化が進む
教育現場に合わせ、授業の一部或いは生徒の自主学習等
での活用、話題のトピックスに関する情報提供を通じ、
教育支援及び自動車に対する関心の高揚に繋げていく。

当サイトは工業系の自動車工学や地歴公民科、総合学
習に役立つ「クルマのまなび舎」、授業で活用できる話
題等の情報を発信する「クルマ何でも情報館」から構成
されている。

この度の開設にあたり、以下２つのコンテンツを制作
し、財団のウェブサイトに掲載した。

１）「自転車の交通安全」：当財団が交通安全教育用の
副教材として制作した内容を動画として再編集。実
際の自転車の利用状況や交通事故に関するデータな
どを紹介しながら、自転車の交通安全ルールを考え
る内容。

２）「自転車事故に備える保険加入義務化」：昨今各自
治体で進められている自転車利用者を対象とした保
険加入の義務化の動きに関し、その背景及び各種保
険の内容を紹介。

これらの他にも、今後当サイト内のコンテンツを順次
制作、更新していく予定である。

▲「早わかり！クルマ塾」動画サイト画面

財団は、令和２年度ＪＡＥＦ研修会の募集について、

全国の高等学校約５,９５０校、および当財団メールマガ

ジンに登録された先生方へ案内を行った。本年度は新型

コロナウイルス感染拡大防止のため、８月２０日（木）

に自転車に関する講演会１回を開催する。ただし、当日

に参加できない場合でも、後日当講演会の動画を視聴で

きる形式とした（ダイジェスト版を財団 ＨＰ に掲載予

定）。

今回は、コロナ禍に伴い提唱されている「新たな生活

様式」において、自転車はその存在感を高めていること

から、安全な利用方法に加え、その魅力・楽しみ方を

テーマとした講演内容を予定している。

【令和２年度JAEF研修会開催計画】
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▲令和元年度第４回JAEF研修会の様子

ＪＡＥＦ研修会は、「交通」「環境」「交通安全」な

どをテーマとして、全国の高校教諭を対象に実施する財

団主催の研修会である。平成４年のスタート以来、関係

団体・企業のご協力により、各界の専門家による講演会

と施設見学や体験実習などをセットにして行い、参加さ

れた先生方から高い評価を得ている。その結果、昨年度

までの先生方の参加者累計は４,５８０名を超えている。

また同研修会は今年度も文部科学省、および全国高等

学校長協会、全国工業高等学校長協会、全国総合学科高

等学校長協会、日本私立中学高等学校連合会、全国公民

科･社会科教育研究会の後援・協賛を得ており、財団は全

国の高等学校の先生方に積極的な参加を呼びかけている。

▲令和元年度第２回JAEF研修会・見学の様子



････4月～6月 研 修
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※平成17年度以降

３３都道府県の研修会(９２件)に講師を派遣

財団は、自動車の整備技術やハイブリッド技術などの

「自動車技術」に関する研修メニュー、および「環境・交

通技術」「交通安全」に関する研修メニュー（計１７種

類）を用意し、高等学校や教育委員会からの要請を受け、

専門の講師を派遣している。今年度の４月～６月は、３３

都道府県（９２件）の研修会に専門の講師を派遣し、合計

34,093名が受講した。新型コロナウイルス感染の影響を

受け、当該期間で計１５６件のキャンセルが生じ、前年同

期と比べ、件数で７７件、受講者数で約76,000人の減少

となった。

全９２件の研修会の内訳では、社会科系及び生徒指導担

当の先生並びに生徒を対象とした「交通安全」が９０件、

及び「環境・交通技術」が２件、主に工業系の生徒を対象

とした「自動車技術」が０件であった。

研修メニュー別実績は、「交通安全」では「自転車・

歩行者から見た道路交通と安全」３２件、「ドライバー

（自動車）からの見え方を踏まえた自転車・歩行者の交

通安全」１９件、「自転車を取り巻くリスクとその責

任」２６件、 「交通事故を起こして問われるその責任」

６件、「夜間の交通安全対策」５件、「二輪車（バイ

ク）の交通安全」２件であった。「環境・交通技術」は、

「地球温暖化防止と自動車技術」及び「交通技術と社会

のあり方(自動運転技術の現状と方向性）」が各１件で

あった。

ご協力をいただいた関係団体、企業等の皆様には、紙

面をお借りして改めて厚く御礼申し上げます。

▲岩手県立水沢商業高等学校での交通安全研修会▲秋田県立大舘鳳鳴高等学校での交通安全研修会

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01

Ҳ ̏ 11 11 12 18 16 20 16 17 25 24 22 16 25 28 35

ṑ ˧ ̏ 2 1 1 2 0 0 0 2 0 3 0 2 0 16 17

˧ ὄЋ ̏ 5 16 20 23 45 82 108 157 178 216 236 280 320 276 311

ʹֻ̝ ̏ 18 28 33 43 61 102 124 176 203 243 258 298 345 320 363

֓қ˲ᴣ ˲ 1,970 7,298 8,868 10,636 19,429 34,875 51,897 76,002 77,058 92,725 99,386 115,297 137,826 113,384 124,428



令和２年度自動車技術教育用教材提供へ９０校から応募 ････ 6月

-4-

技術教育

分解組立用エンジン 実習用工具トルクレンチ

※平成23年度応募校数には平成22年度公募予定だった宮崎県の5校が含まれる

財団は、技術教育支援事業の一環として、本年度対象

の１４都道県（下記参照）で自動車技術教育を実施して

いる２９３校へ６月初めに応募要項を送付した。締切日

までに９０校から応募があり、応募率は３０.７％であっ

た(７/１現在)。最終的な提供校および支援内容は、８月

３日に開催する審査委員会（小山実委員長）で、厳正な

審査・選考により決定する予定である。

＜応募状況(７/１現在)＞

本年度の応募校数は９０校で、同地域で募集した３年

前の８７校より３校増えた。３年前には応募がなかった

鳥取県・島根県を含め、全１４都道県から応募があった。

応募回数では以前に提供した学校からの応募が８１校に

対して、初めての応募が９校（応募校数全体の１０%）

であった（同 前年５.２%、前々年１２.７%）。依然と

して再応募校の比率が高く、過去提供校において教材提

供活動の認知度が高いことが推測される。

＜教材区分別応募状況＞

教材区分別の構成比は、視聴覚教材 ２７.８％、初級教

材 ５５.６％、中級教材 ７.８％、及び上級教材が８.９％

であった。

第１希望の応募状況を見ると、分解組立用汎用エンジ

ンが前年度同様１位で２５校と２７.８％を占める人気教

材であった。２位は実習用工具トルクレンチで７校で

あった。

なお、本年度も自動車技術教育の維持・向上を図るべ

く、学校の希望も踏まえながら、視聴覚教材から上級教

育用教材まで幅広く提供メニューを用意し対象校に案内

した。過去２年間に、教材の新設・変更と視聴覚教材の

統合を進め、前回(平成２９年度)に比べると約８割が変

わっている。今年は更に「リサイクルエンジン」にエン

ジンスタンドを付けるコースの新設や「実車プリウス」

への絶縁保護具の付加や、「ジャッキ」へのジャッキス

タンドの付加など実用性を高める工夫を実施した。

【令和２年度 公募対象地域と応募校数】

＜公募地域＞ 14都道県：293校 ※ ( )内の数字は県別の応募校数

北海道(14)、栃木県(8)、埼玉県(7)、東京都(12)、千葉県(2)、神奈川県(8)、富山県(4)、石川県(1)、福井県(6)

鳥取県(4)、岡山(10)、島根県(4)、広島県(2)、山口県(8) 計14都道県 応募校数 90校
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【応募校数の推移(平成４年度～令和2年度)】


